
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集

市長と語ろう私たちのまちづくり
表紙：1月10日の成人式の様子
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子どもたちと

南丹市の未来を語り合う

　１２月２５日、南丹市議会議場で「市長と語ろう私たちのまちづくり」を開催しまし
た。
　南丹市内の小、中学生が市長と意見を交わすことで、ふるさとを愛し、生涯にわた
って主体的で心豊かに学ぶこと、地域社会の一員としてまちづくりの当事者意識を養
うことを目的に開催しているもので、各小学校の代表７人と中学校から４人が参加し
ました。

小
学
生
テ
ー
マ

「
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
う
生
き
る
か
・

何
が
で
き
る
か
」

中
学
生
テ
ー
マ

「
人
口
減
少
や
地
域
活
性
化
」

・コロナ禍では多くの行事やイベントが
中止、人数制限となった。アフターコロ
ナでも忙しくて行事を見に行けない人も
いるかもしれない。

・いつでも、どこでも行事を見ることが
できるように学校行事をストリームで配
信したい。

・アフターコロナでも活用できる。

園
部
小
学
校　

６
年

山や
ま

下し
た

　
承じ

ょ
う

太た

郎ろ
う

・これまで学校では、感染した人が周り
にいた時に、自分たちができることを呼
びかけるポスター作りや、地域の方々と
一緒に医療関係者の方々へのメッセージ
などの取り組みを行ってきた。

・「ありがとう」の言葉とともに「希望」と
いう花言葉を持つガーベラを模した折り
紙を画用紙に貼り、手紙を添えて渡した
い。感謝の気持ちを伝えたい。

八
木
西
小
学
校　

６
年

松ま
つ

尾お

　
光み

優ゆ

香か

・人には「自分を守りたい」という本能が
ある。コロナには「病気」「不安」「差別」と
いう3つの顔があり、負のスパイラルで
つながっているので、人の心を傷つける
ような悲しい出来事が起こっている。

・挨拶を意識し、やわらかい挨拶を大切
にする。人の本能を揺さぶるようなこと
をして、心と心がつながる「幸せいっぱ
いの社会」を作りたい。

園
部
第
二
小
学
校　

６
年

谷た
に

本も
と

　
智ち

迦か
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・臨時休校中は生活が大きく変わり、生
活が乱れる、学習が進まない、運動不足
などの課題もあったが、一方で、友達の
大切さや学校の楽しさに気づいたし、体
を休めることもできた。

・リモートでつながる（話す、学ぶ、団ら
ん）こと、リモートでできる遊びを紹介す
ること、楽しくできる運動を紹介するこ
と、家でできる趣味、手紙を書くこと、
我が家のルールを作ることができる。

殿
田
小
学
校　

６
年

松ま
つ

岡お
か

　
史し

歩ほ

・南丹市の住民の皆さんに呼びかけをし
てほしい。呼びかけの方法は、あいさつ運
動のように、声で直接言った方が心に響
くと思う。大人が見本になってほしい。

・私たちは、家で「世界人権宣言から学
ぼう」を音読して、人権について家の人
と一緒に考えている。お互いに支えあ
い、差別のない南丹市を作るために、大
人も子供も一緒に人権について、考える
ことが大切だ。

美
山
小
学
校　

６
年

加か

地じ

　
碧た

ま

希き

・コロナ予防の大切さを南丹市の皆さん
に伝えるために、毎日決まった時間に明
るい同じ言葉で、呼びかけ意識を高めて
いきたい。

・みんなの気持ちが明るくなるように、
南丹市の各小中学校の通学路等に、応援
メッセージや前向きな言葉、絵、ポスタ
ーなどを掲示したいし、その掲示板を作
ってほしい。

八
木
東
小
学
校　

６
年

畠は
た
け

山や
ま

　
桃も

も

華か

・感染症対策など最初は慣れなかった
が、家族や友達を守るために予防してい
ることをクラスでも考え、違和感はなく
なった。これからも、リモートを使った
り工夫して、コロナ禍にあっても人との
つながりをさらに作っていきたい。

・また、感染症対策を忘れず、感染した
方々には差別でなく「大丈夫？」と声をか
けられるようにしたい。

胡
麻
郷
小
学
校　

６
年

大お
お

石い
し

　
晴は

る

乃の

質
問
と
応
答

配
信
す
る
動
画
編
集
の
方
法
は
誰

に
教
え
て
も
ら
う
の
で
す
か
。
ど

う
や
っ
て
学
び
ま
し
た
か
。
ま
た
、
ス

ト
リ
ー
ム
で
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を

流
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

南
丹
市
か
ら
配
布
予
定
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
に
編
集
ソ
フ
ト
が
入
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
使
お
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ス
ト
リ
ー
ム
は
、
忙
し
か
っ
た

り
、
コ
ロ
ナ
な
ど
の
理
由
で
直
接
行
事

を
見
ら
れ
な
い
人
が
い
る
と
思
う
の

で
、
見
た
い
人
が
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

市
長
の
講
評

　

医
療
従
事
者
や
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た

人
に
差
別
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
、
シ
ト
ラ
ス

リ
ボ
ン
を
付
け
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
市
役
所
に
対
し
て
差
別
を
受
け
た
と

い
う
報
告
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
噂
な

ど
で
流
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

差
別
は
い
け
な
い
こ
と
で
、
事
実
に

基
づ
か
な
い
噂
に
振
り
回
さ
れ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
考
え
た
こ
と
を
行
動

に
移
せ
ば
コ
ロ
ナ
差
別
は
な
く
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
児
童
の
感
想

・
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
い
て
も
ら
え
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。
ど
ん
な
意
見

で
も
、
温
か
く
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

・
初
め
て
大
き
な
場
所
で
、
し
か
も
一

人
で
発
表
し
て
、
今
ま
で
練
習
し
て
き

た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
頑
張
り
ま
し

た
。
言
い
終
わ
っ
た
後
は
、
達
成
感
が

す
ご
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
市
長
さ

ん
か
ら
質
問
が
来
た
と
き
は
、
思
い
が

届
い
た
と
思
っ
て
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。

・
学
校
代
表
と
し
て
議
場
に
入
る
の
は

初
め
て
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

・
市
長
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん
、
他
の
学

校
の
代
表
の
人
た
ち
と
話
し
合
う
の

は
、
自
分
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た
ア
イ

デ
ア
を
知
る

こ
と
が
で

き
、
新
た
な

考
え
が
生
ま

れ
た
り
、
共

通
点
が
あ
っ

た
り
し
て
、

と
て
も
貴
重

な
体
験
に
な

り
ま
し
た
。

市
長

児
童

▲児童が作成した発表資料
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・南丹市で生産されたものを買いやすい
ように商店や温泉などの買い物でポイン
トを付ける。ポイントを、野菜など南丹
市で生産されたものと交換することで、
農家の人たちと地域の人とのつながりも
生まれる。

・「人口減少対策」は、豊かな自然と地域
の人々の温かさをアピール、動画サイト
やSNSを活用して人口を増やす。

八
木
中
学
校　

３
年

谷た
に

　
翔し

ょ
う

太た

・美山町は高齢化率46.6％で市全体の
35.2％と比べ非常に高い割合。どうして
若者が少ないのか。

・子育てする環境としては魅力的である
が、働く場所がないから移住しないので
はないか。働く場所を増やすためにアス
レチック施設を運営する企業を誘致。

・京都中部医療センターなどと連携し、
若い医師を派遣してほしい。

美
山
中
学
校　

２
年

平ひ
ら

山や
ま

　
玄げ

ん

・南丹市といえば、思い浮かぶ「さくら
ちゃん」「かやぶきの里」などを利用して、
さくら祭、さくらマラソン、あるいは観
光地としてマリオタウンなどを誘致して
はどうか。まずは知ってもらうこと。

・私たちにできることは、南丹市の活動
を知り、そのことを発信し、共に活動す
ることだ。そのことにより地域活性化に
つながると考える。

園
部
中
学
校　

３
年

田た

中な
か

　
知ち

里さ
と

・人口減少を食い止めるために地域の活
性化（空き家利用、文化体験・自然を生
かしたイベント、町の名産品をつくる、
観光地を増やす、宿泊施設を増やす、自
然を生かしたアスレチックを作る）

・広報する（SNSで呼びかけ、特産品を
アピール、一発逆転キャッチコピー、マ
スコットの変更、自然の中で住みたい人
に移住を呼びかける）　

殿
田
中
学
校　

２
年

松ま
つ

原ば
ら

　
絆は

ん

人と

質
問
と
応
答

イ
ベ
ン
ト
や
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
話
で

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
発
信
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
、
テ
レ
ビ
、
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
、
さ
ら
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
誰
も
が
見
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
南
丹
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

南
丹
市
営
バ
ス
は
、
市
民
の
意
識

調
査
で
は
利
用
し
な
い
人
の
割
合

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
本
当

に
必
要
な
人
に
と
ど
い
て
い
ま
す
か
。

そ
の
予
算
を
他
に
ま
わ
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

バ
ス
に
人
が
乗
っ
て
い
な
い
と
の

質
問
で
す
が
、
免
許
を
返
納
す
る

な
ど
で
移
動
手
段
が
な
い
方
、
高
齢
者

の
移
動
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
、
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
も
必
要
で

す
が
、
例
え
ば
、
地
域
の
中
で
バ
ス
乗

降
の
際
に
介
助
を
行
う「
ち
ょ
い
乗
り

サ
ー
ビ
ス
」を
始
め
た
地
域
も
あ
り
ま

す
。
他
に
も
、
介
護
の
制
度
を
利
用
し

た
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
送
迎
の
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
、
ま
た
事
前
に
予
約
を

し
て
利
用
す
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
徐
々
に
切
り
替
え
る

こ
と
が
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
バ
ス

が
空
で
走
っ
て
い
る
と
い
う
ご
指
摘
の

件
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

市
長
の
講
評

　

町
づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後
あ
ら
た

め
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
時
代
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
提
案
を
い

た
だ
い
た
が
、
社
会
の
Ｉ
Ｔ
化
に
む
け

て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
に
つ
い
て
、
的
確
な
内
容

で
し
た
。
特
効
薬
は
な
い
が
、
一
つ
一

つ
、
地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
限
界

集
落
で
地
元
の
良
さ
を
P
R
し
、
移
住

者
を
増
や
す
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

考
え
る
動
き
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
積
み
上
げ
な
が
ら
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

働
く
場
に
つ
い
て
、
企
業
誘
致
や
今

あ
る
事
業
を
大
き
く
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
市
内
に
企
業
が
立
地
で

き
る
場
所
を
開
設
し
て
い
く
こ
と
が
市

で
も
一
番
大
切
な
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
い
ま
す
。

市
長

市
長

生
徒

生
徒
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　たくさんのご意見ありがとうございました。
　いただいたアイデアは、今後の市政や教育
行政の参考とさせていただきます。

“子どもたちの「ふるさと」を
思う心が伝わった”

　将来を担う市内小中学校の児童生徒11
名が議場において、南丹市のまちづくり
について自らの考えや学年全体でまとめ
たものを発表してくれました。
　小学生は、新型コロナウイルス感染者
への人権や医療従事者への感謝、友達の
大切さなどコロナ禍において何が一番大
事かを児童の立場から私たちに教えてく
れました。
　中学生は、地域の活性化は、地域の活動発信や地産地消の工夫、地域資源の活用など身近
なことからできるのではないかということで、働く場所の創出や自然を生かした、医療の充
実したまちづくりを行うことにより、人口減少を食い止めることができると、提案してくれ
ました。
　児童生徒の皆さんは、人として何が大切か、また、ふるさとを思う心をしっかりと持って
いると感じました。今日の経験を生かしていただき、自らの目標に向け進んでくれることを
心から願うとともに、私たちもいただいた意見を未来の南丹市のまちづくりに生かせるよ
う、より一層尽力してまいりたいと考えています。

南丹市議会議長　谷尻　宣雄

参
加
し
た
生
徒
の
感
想

・
市
長
さ
ん
の
前
で
は
っ
き
り
伝
え
る

こ
と
も
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

が
伝
え
る
こ
と
が
少
し
で
も
南
丹
市
に

貢
献
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

・
緊
張
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
が

若
い
世
代
が
語
り
合
え
る
機
会
を
作
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て

良
か
っ
た
で
す
。

・
他
校
の
児
童
・
生
徒
の
取
り
組
み
や

考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

し
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

・
南
丹
市
を
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う

子
供
の
意
見
が
市
長
さ
ん
に
伝
わ
っ
て

よ
か
っ
た
。
市
長
さ
ん
も
そ
の
意
見
に

対
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
っ

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

・
市
長
・
副
市
長
は
じ
め
議
員
の
方
々

が
、
私
た
ち
の
提
案
に
耳
を
傾
け
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
み
ん

な
で
南
丹
市
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い

う
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

・
議
場
で
の
発
表
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
緊
張
し
ま
し
た
が
、
市
長
や
議
員

の
皆
さ
ん
と
直
接
お
話
し
す
る
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
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Topics

−令和３年南丹市消防団出初式−

消防団員としての自覚と誇り、
責任を持って活動する

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

 

【
八
木
】 

副
団
長
▽
西
田 

武
志

 

【
日
吉
】 

分
団
長
▽
湯
浅 

啓
史

勤
功
章

 

【
園
部
】 

副
団
長
▽
藤
掛 

久
士

 

【
八
木
】 

分
団
長
▽
平
井 

幹
也 

 

【
美
山
】 

副
団
長
▽
福
本 

修
三

精
績
章

 

【 

園
部
】 

分
団
長
▽
足
立　

伸
二
／
副

分
団
長
▽
上
原　

徹
也

 

【
八
木
】 

分
団
長
▽
𦥑
井 

出
・
谷 

学

 

【 

日
吉
】 

副
分
団
長
▽
増
田 

哲
士
・

吉
田 

晃
幸

 

【 

美
山
】 

分
団
長
▽
岩
間 

孝
弘
／
副

分
団
長
▽
長
野 

悦
史

精
勤
章

 

【 

園
部
】 

分
団
長
▽
塩
貝 

孝
之
／
副

分
団
長
▽
高
屋 

正
則
・
木
戸 

善
治
・

下
間 

康
広
・
大
西 

一
生

 

【 

八
木
】 

副
分
団
長
▽
若
井 

邦
明
・

大
内 

聡
／
部
長
▽
佐
々
木 

達
也
・

川
勝 

誠
・
入
江 

悟

 

【 
日
吉
】 

副
分
団
長
▽
湯
浅 

弥
／
部

長
▽
法
谷 

道
哉
・
太
田 

修
裕
・
川

崎 

登

 

【 

美
山
】 

副
分
団
長
▽
細
尾　

勝
／
部

長
▽
長
野 

久
好
・
平
井 

幹
人
・
山

﨑 

大
祐
・
山
名 
友
紀

■
南
丹
市
長
表
彰

市
長
章

 

【 

女
性
分
団
】 

班
長
▽
橋
本　

千
代
・

村
上　

由
記

 

【 

園
部
】 

部
長
▽
泉 

康
孝
・
吉
田 

孝

司
・
西
村 

吉
史
／
班
長
▽
山
内 

浩

司
・
大
町 

晃
・
加
舎 

紘
一
／
団
員

▽
髙
橋 

圭
・
森 

正
樹
・
谷
口 

誠
治

 

【 

八
木
】 

部
長
▽
羽
野 

文
雄
／
班
長

▽
川
勝 

敏
孝
・
都 

総
司
・
都
築 

密

乗
／
団
員
▽
人
見 

康
司
・
浅
田 

浩

史
・
𠮷
田 

悦
志

 

【 

日
吉
】 

部
長
▽
田
伏 

昌
之
／
団
員

▽
仲
川 

元
・
谷
口 

希
・
上
原 

秀
太
・

船
越 

秀
樹

 

【 

美
山
】 

部
長
▽
黄
楊
川 

淳
／
班
長

▽
岩
佐 

圭
治
・
戸
本 

敬
之
／
団
員

▽
齋
藤 

友
泰
・
村
上 

豊

■
南
丹
市
消
防
団
長
表
彰

団
長
章

 

【 

園
部
】 

班
長
▽
西
岡 

大
介
・
折
杉 

隆
彦
・
森 

真
祐
・
川
西 

陽
平
・
野
々

村 

充
博
・
小
寺 

樹
・
阪
口 

雅
典
・

児
島 

ひ
か
る
／
団
員
▽
山
本 

祐

樹
・
竹
内 

俊
哉
・
野
中 

友
秀
・
片

山 

康
弘
・
佐
々
谷 

俊
希
・
森 

和
幸
・

中
井 

真
司

 

【 

八
木
】部
長
▽
村
上 

明
・
田
中 

友

也
・
平
尾 

隆
裕
・
椙
田 

真
之
／
班

長
▽
川
勝 

範
彦
・
竹
井 

環
・
森 

雄

基
・
野
々
村 

直
・
平
野 

健
太
・
浅

南
丹
市
消
防
団
出
初
式

　

１
月
10
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館

で
、
南
丹
市
消
防
団
88
人
が
参
加
し
、

令
和
３
年
南
丹
市
消
防
団
出
初
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
西
村
市
長
が「
近
年
、
台

風
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
は
大
規
模
化
の

傾
向
が
感
じ
ら
れ
、
ど
こ
で
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は
じ
め
と
す

る
震
災
、
原
子
力
災
害
対
策
な
ど
、
消

防
団
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
団
員
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
厳

し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後

も
そ
の
職
務
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
野
中
消
防
団
長
を
先
頭

に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」と
消
防
団
員
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
員
の
多
年
に
わ
た
る
勤
続

や
功
績
を
た
た
え
、
京
都
府
消
防
協
会

長
表
彰
、
南
丹
市
長
表
彰
、
南
丹
市
消

防
団
長
表
彰
な
ど
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
消
防
車
両
28
台

に
よ
る
車
両
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
市

長
、
団
長
ら
が
閲
団
し
ま
し
た
。
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昌
宏
／
団
員
▽
木
村 

一
夫
・
栃
下 

康
弘
・
山
口 

健
太
郎
・
草
川 

智
・

谷
内 

和
也
・
宇
野 

裕
行
・
谷
口 

勝

宏
・
芦
田 

昌
夫
・
猪
奥 

慶
・
山
本   

裕
稔

 

【 

美
山
】 

分
団
長
▽
登
立 

修
史
・
筒

井 

一
博
／
副
分
団
長
▽
細
川 

猛

司
・
木
村 

匡
良
／
部
長
▽
西 

直
人

／
班
長
▽
長
田 

充
真
・
松
村 

和
成

／
団
員
▽
早
﨑 

勲
・
長
野 

正
幸
・

松
村 

征
則
・
齋
藤 

友
泰
・
太
田 

敬
・

中
島　

誠
・
岡
本 

高
明

勤
続
章（
10
年
）

 
【
女
性
分
団
】 

団
員
▽
森
本 

知
恵
子

 

【 
園
部
】 
部
長
▽
泉 

康
孝
・
長
岡 

克

樹
／
班
長
▽
廣
野 

一
道
・
折
杉 

隆

彦
・
坂
口 
雅
典
・
小
畠 

直
人
・
西

村 

悠
佑
／
団
員
▽
松
井 

一
弘
・
藤

田 

敦
史
・
本
村 
修
・
片
山 

浩
史
・

髙
屋 

友
彦
・
梅
井 
雅
樹
・
人
羅 

恭

平
・
小
林 

宏
行
・
松
田 
升
善
・
片

山 

敏
郎
・
佐
井 

達
哉
・
塩
田 
隆
宏

 

【 

八
木
】 

団
員
▽
齊
藤 

裕
典
・
小
西   

洋
平
・
川
勝 

鋭
次
・
今
西 

亮
典
・

葊
瀬 

晃
三
・
𠮷
岡 

隆
志
・
八
木 

良

幸
・
葊
瀨 

達
也
・
松
本 

健
斗
・
入

江 

健
次
・
池
田 

好
完

 

【 

日
吉
】 

団
員
▽
栃
下 

翼
・
井
尻 

浩

嗣

 

【 

美
山
】 

団
員
▽
野
瀬 

信
一
・
大
野   

琢
馬
・
加
藤 

大
貴
・
藤
田 

大
祐
・

小
林 

慶
士
・
水
口 

博
文
・
林 

英
樹

田 

伸
弥
・
戸
田 

貴
也
・
田
中 

昭
亘

／
団
員
▽
粟
津 

勇
一
・
加
藤 

龍
也
・

村
上 
友
一

 

【 

日
吉
】 
団
員
▽
坂
本 

大
介
・
杉
田   

秀
一
・
上
段 
陽
介
・
栃
下 

裕
義
・

荒
木 

雄
大

 

【 

美
山
】 

班
長
▽
渡
邉 
憲
昭
・
真
木   

健
一
・
坂
田 

佑
弥
／
団
員
▽
西
野   

伸
哉
・
藤
田 

大
祐
・
小
林 
慶
士
・

中
上 

佳
英

勤
続
章（
20
年
）

 

【
女
性
分
団
】 

団
員
▽
岩
間 

寿
美
恵

 

【 

園
部
】 

副
分
団
長
▽
大
西 

一
生
／

部
長
▽
中
野 

学
・
奥
村 

敦
夫
／
班

長
▽
木
村 

哲
・
奥
村 

弘
樹
／
団
員

▽
北
村 

誠
也
・
清
水 

俊
有
・
川
勝 

隆
弘
・
下
尾 

恵
太
・
森 

昭
夫
・
木

村　

健
・
森 

純
一
・
寺
尾 

洋
三
・

中
井　

善
能
・
山
内 

直
樹
・
山
下 

剛
・
内
藤 

克
彦
・
松
本 

圭
市
・
松

下 

孝
・
北
村 

良
行
・
畑
中 

美
喜
雄
・

奥
村　

幸
裕
・
松
本 

勝
巳
・
奥
村 

昌
広
・
野
々
口 

敦
・
安
達 

裕
行
・

野
々
口　

勝
美

 

【 

八
木
】 

班
長
▽
竹
井 

環
・
松
本
誓

司
／
団
員
▽
國
府 

紀
行
・
川
勝 

將

史
・
中
川 

哲
也
・
平
井 

大
輔
・
國

府 

佳
朗
・
川
見 

健
太
・
人
見 

太
一
・

八
木 

一
憲
・
福
嶋 

哲
也
・
林 

靖
浩
・

小
林 

和
幸
・
岩
谷 

哲
也

 

【 

日
吉
】 

分
団
長
▽
湯
浅 

啓
史
・
近

藤　

慎
一
郎
／
副
分
団
長
▽
吉
田 

晃
幸
／
班
長
▽
小
林 

崇
泰
・
井
尻 

■
京
都
府
知
事
表
彰（
令
和
3
年
2
月
）

永
年
勤
続
功
労
章

 

【
本
部
】 

団
長
▽
野
中 

大
樹

 

【
八
木
】 

分
団
長
▽
川
勝　

広
行

 

【
日
吉
】 

副
団
長
▽
坂
本　

暁
人

 

【
美
山
】 

副
団
長
▽
小
畑　

幸
洋

精
励
章

 

【 

園
部
】 

分
団
長
▽
髙
屋 

智
之
／
副

分
団
長
▽
齊
藤 

武
志
・
山
岸 

三
洋
・

髙
屋 

陽
介

 

【 

八
木
】 

副
分
団
長
▽
藤
井 

雅
章
／

部
長
▽
川
勝 

経
義
・
徳
見 

勉
・
中

西　

治
郎

 

【 

日
吉
】 

副
分
団
長
▽
橋
本 

達
矢
・

和
田 

貴
士
／
部
長
▽
坂
本 

勇
・
清

水　

篤

 

【 

美
山
】 

副
分
団
長
▽
菅
井 

克
章
・

覗
渕 

敦
司
・
木
村 

匡
良
・
梅
津 

彰

男
■
消
防
庁
長
官
表
彰（
令
和
3
年
３
月
）

永
年
勤
続
功
労
章

 

【
本
部
】 

副
団
長
▽
平
川 

博
昭

 

【
日
吉
】 

副
団
長
▽
吉
田 

忍

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

（
令
和
3
年
３
月
）

功
績
章

 

【
園
部
】 
副
団
長
▽
仲 

勝

精
績
章

 

【
園
部
】 

分
団
長
▽
矢
野 

善
大

 

【
八
木
】 

分
団
長
▽
波
部 
吉
宏

 

【
日
吉
】 

分
団
長
▽
近
藤 
慎
一
郎

 

【
美
山
】 

分
団
長
▽
登
立 

修
史

勤
続
章（
30
年
）

 

【
八
木
】 

団
員
▽
竹
上 

昭

 

【 

日
吉
】 

団
員
▽
吉
川 

博
康
・
栃
下   

勝
広
・
小
林 

善
則
・
栃
下 

光
治
・

藤
井 

康
典
・
栃
下 

正
人
・
寺
阪 

浩

二

 

【
美
山
】 

団
員
▽
松
永　

茂
吉

■
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

（
令
和
3
年
１
月
）

功
労
表
彰

 

【 

園
部
】 

部
長
▽
杉
本 

光
・
山
本 

知

克
・
長
岡 

克
樹
／
団
員
▽
小
野
田   

裕
之
・
下
西 

哲
也

 

【 

八
木
】 

部
長
▽
宅
間 

伸
二
・
中
川 

恭
輔
／
団
員
▽
中
川 

哲
也
・
藤
田 

武
久
・
芝
原 

克
幸

 

【 

日
吉
】 

部
長
▽
吉
田 

貴
弘
／
班
長

▽
吉
田 

正
・
吉
田 

航
・
井
尻 

昌
宏

／
団
員
▽
土
井 

雅
司

 

【 

美
山
】 

部
長
▽
長
野 

久
好
・
岡
本   

勝
弘
・
東 

昌
司
／
班
長
▽
鈴
木 

繁

人
／
団
員
▽
溝
上 

智
也
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令
和
２
年
度
南
丹
市
表
彰
式

功
績
者
表
彰
（
10
人
）

　

１
月
20
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
多
年
に
わ
た

り
ご
活
躍
さ
れ
、
市
政
の
発
展
や
広
く

社
会
に
貢
献
さ
れ
た
10
人
の
方
の
功
績

を
た
た
え
、
令
和
２
年
度
南
丹
市
表
彰

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
出
席
さ
れ
た
功
績
者

８
人
に
表
彰
盾
を
授
与
し
ま
し
た
。

葊ひ
ろ
瀬せ

　
義よ
し
夫お

さ
ん

　

旧
八
木
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
な
ら

び
に
南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
八
木

支
部
の
役
職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

大お
お
坪つ
ぼ

　
洋よ
う
子こ 

さ
ん

　

旧
園
部
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

南
丹
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢

献
　

村む
ら
上か
み

　
不ふ

二じ

子こ 

さ
ん

　

旧
八
木
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

南
丹
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢

献稲い
な
原は
ら

　
正ま
さ
典の
り 

さ
ん

　

犯
罪
や
非
行
の
予
防
な
ら
び
に
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
の
援
助
な

ど
、
保
護
司
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
更

生
保
護
活
動
の
推
進
に
貢
献

畑は
た

　
輝て
る
雄お 

さ
ん

　

市
民
の
人
権
擁
護
な
ら
び
に
人
権
啓

発
活
動
の
普
及
な
ど
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委

員
活
動
の
充
実
に
貢
献

今い
ま
西に
し

　
伸し
ん
也や 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
あ
け
ぼ
の
学
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

高た
か
屋や

　
逸い
つ
子こ 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
京
都
太
陽
の
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

近ち
か
本も
と

　
美み

和わ 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
あ
け
ぼ
の
学
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

宮み
や
田た

　
尚な
お
樹き 

さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
京
都
太
陽
の
園
」の

職
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献

森も
り

　
哲て
つ
也や 
さ
ん

　

社
会
福
祉
法
人「
美
山
育
成
苑
」の
職

員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

の
向
上
に
貢
献



まちの話題を紹介します

9 広報なんたん2・3月号

　1月10日、南丹市国際交流会館
で、新成人の門出を祝う「令和3年
南丹市成人式」が行われました。
　今年は新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、2部構成での実
施となりました。
　市では370人が成人を迎え、成
人らを代表して、第1部は眞壁 依
緒菜さんと湯浅 きずなさんが、第
2部では岸本 涼さんが「社会人の一
員として一歩ずつ未来に向かって
歩いていきたい」と誓いの言葉を述
べました。
　規模を縮小した開催となりまし
たが、おしゃれな着物やスーツで着
飾り、華やかな式典となりました。

　12月5日に南丹市八木市民センターで、絵本作家岡
田よしたかさんによる「トーク＆絵本読み聞かせライ
ブ」が開催されました。
　絵本作家になるまでのお話をされた後、絵本の読み
聞かせや、本とは一味違う紙芝居バージョンの「特急お
べんとう号」の読み聞かせもされました。小さい子ども
から大人までみんなが一緒に笑いながらお話や絵本の
読み聞かせを楽しみました。

「
ア
イ
デ
ア
料
理
で
心
と
体
が
健
幸
に
な
る
」

「�
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
」

（
１
／
19　

南
丹
市
健
幸
・
食
育
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
）

（
12
／
５ 
ト
ー
ク
＆
絵
本
読
み
聞
か
せ
ラ
イ
ブ
）

▲受賞者と関係者らで記念撮影

▲会場の様子

▲誓いの言葉を述べる岸本さん

「
決
意
を
新
た
に
夢
や
希
望
に
向
か
い
進
む
」

（
１
／
10　

令
和
３
年
南
丹
市
成
人
式
）

　新型コロナウイルス感染症拡大により、家庭
で食事をする機会が増加したことなどを受け、市
内小中学生から食育レシピを募集する「南丹市
健幸・食育レシピコンテスト」が開催され、市内
からおよそ300点のレシピが寄せられました。
　1月19日は表彰式が開催され、受賞した生
徒らは表彰状を受け取り「料理の彩りが良く
なるように工夫した」「家族が料理を喜んでく
れてよかった」と振り返りました。
　受賞したレシピの中には、地産地消の食材
を使用し、栄養バランスがとれているなどの
理由から、学校給食のメニューとして配膳さ
れています。

◀
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
岡
田
よ
し
た
か
氏



10広報なんたん2・3月号

　令和3年3月13日（土）より、園部駅
以北の船岡駅、日吉駅、鍼灸大学前
駅、胡麻駅で、ICOCAをはじめとし
たICカードが利用可能となります。
　今回のエリア拡大により、南丹市内
のすべての駅でICOCAが利用可能と
なり、通勤、通学、お出かけが便利に
なります。
　ICOCAの詳細なご利用方法につい
ては「ICOCA」で検索ください。

　12月13日、南丹市国際交流会館で
北京・ロンドン・パラリンピック競
泳日本代表の伊藤真波さんに講演い
ただきました。
　講演では、看護専門学校の実習先
の病院へ向かう途中、交通事故で右
腕を切断することになりましたが、
医療用の義手をつけて看護師として
働き始め、リハビリとして始めた水
泳でもパラリンピックの日本代表と
して入賞を果たし、支えてくれた両
親にお礼を言えたことをお話いただ
きました。

　12月8日、南丹市学生交流プロジェクト
が開催されました。地域で活動されている
方々が、公立南丹看護専門学校を訪れ、
学生による学校案内や加齢症状に合わせ
た健康相談、ロコモ体操などを体験しまし
た。体験後には、今後の地域と学校の連
携について意見交換が行われました。 参
加者からは、「今回のプロジェクトを通じ
て健康なまちづくりを地域と学生が一緒に
なって取り組んでいきたい」と声がありまし
た。

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
駅
が
拡
大
さ
れ
る
」

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
伊
藤
真
波
さ
ん
講
演
」

「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
美
山
民
俗
資
料
館
、
施
設
の
全
面
抗
菌
」

（
12
／
13　

人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

（
12
／
8　

南
丹
市
学
生
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

（
11
／
30　

美
山
民
俗
資
料
館
の
施
設
抗
菌
）

▲新たに設置される ICカード改札機

（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
）

　11月30日、（株）デルフィーノケアよ
り、同社の社会貢献活動の一環として、
美山民俗資料館の施設を丸ごと無償で抗
菌していただきました。
　社名にもなっている抗菌剤「デルフィー
ノ」は、救急車や病院、警察などでの導入
実績が豊富で、新型コロナウイルスだけ
でなくインフルエンザウイルスやノロウ
イルスなどにも有効であるため、お客様
により安心して来館いただけるようにな
りました。

▲抗菌作業の様子

▲タブレットを使った健康相談

▲専用の義手で演奏する伊藤さん



11 広報なんたん2・3月号

　1月19日、南丹市役所で、災害
時における地図製品等の供給等に
関する協定書調印式が行われまし
た。住宅地図帳などを提供する株
式会社ゼンリンでは、直ちに自社
住宅地図商品を生かしてほしいと、
2013年から各自治体に事前貸与す
る支援を行われています。この日、
西村南丹市長と株式会社ゼンリン
岩崎登関西支社長が協定書に調印
し、京都府下で12番目の締結とな
りました。
　協定書には、住宅用地図、広域
地図の無償貸与に加え、災害対応
時の複製利用の許諾やＷＥＢサー
ビスなどが盛り込まれており、災
害時に迅速に地図を活用すること
ができます。
　岩崎関西支社長は「防災のため、
今後とも協力していきたい」と話さ
れ、西村市長は「救助や住民の所在
を把握する際に地図は重要で、大
変ありがたい」と感謝を述べまし
た。

「
情
報
提
供
の
品
質
向
上
を
目
指
す
」
「
一
人
一
人
が
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
地
域
へ
」

（
１
／
25　

南
丹
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
答
申
）

（
１
／
27　

人
権
擁
護
委
員
感
謝
状
贈
呈
式
及
び
委
嘱
状
伝
達
式
）

▲答申書をを受け取る西村市長

▲関係者らで記念撮影

▲（左）岩崎関西支社長　（右）西村市長

▲調印時の様子

「
災
害
時
の
救
助
や
安
否
確
認
な
ど
に
活
用
す
る
」

（
１
／
19　

災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
）

　1月25日、南丹市役所で、南丹市ケーブル
テレビ事業の今後の在り方について、審議会
会長の井上あい子さんから西村市長に答申書
が手渡されました。
　今回の答申では、安定的に将来にわたって
サービスを提供するには、民間譲渡が現実的
であるとの考えを示されました。西村市長は

「情報通信事業は行政と住民にとって大切な
もの。情報基盤を使った行政サービスに今後
も力を入れていきたい」と話されました。

　1月27日、南市役所で、人権擁護委員感謝
状贈呈式及び委嘱状伝達式が行われました。
　人権擁護行政を取り巻く現状は、いじめ、不
登校問題、同和問題、障害者に関する問題など、
複雑困難な人権問題が発生する傾向にあり、人
権擁護委員に対する期待は増大しています。
　この度、1名の委員が退任され、感謝状が
贈呈されました。また、再任・新任あわせて
3名の方に委嘱状が伝達されました。
　西村市長は、退任される方への感謝を述
べ、これから人権擁護委員としてお世話にな
る3名に対し「南丹市域における人権思想の
普及に努めていただくことを期待しておりま
す」と話されました。
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長
き
に
わ
た
り
、
優
れ
た
職
務

能
力
を
も
っ
て
勤
務
に
精
励
し
、

消
防
の
使
命
達
成
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
消
防
隊
小
隊
長

と
し
て
出
動
し
た
建
物
火
災
の
際

に
は
、
冷
静
沈
着
な
判
断
指
揮
に

よ
り
早
期
に
火
災
鎮
圧
を
行
い
、

延
焼
拡
大
を
阻
止
し
た
ほ
か
、
幹

部
職
員
と
し
て
は
複
雑
多
様
化
す

る
災
害
に
対
し
て
、
管
内
の
実
情

に
即
し
た
消
防
活
動
を
展
開
し
、

圏
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
る

な
ど
、
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合

の
組
織
力
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
野
さ
ん
は
消
防
署
員
と
し
て

の
40
年
間
を
振
り
返
り「
日
ご
ろ
の

訓
練
か
ら
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
鍛
え
ら
れ
、
厳
し
い
現
場
も
乗

り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
助

け
た
人
か
ら
の
感
謝
が
、
続
け
て

い
く
上
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
叙
勲
に
対
し
て
中
野
さ

ん
は「
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

叙
勲
を
い
た
だ
け
た
の
も
、
家
族

や
、
職
場
の
先
輩
や
後
輩
に
支
え

て
い
た
だ
け
た
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
受
章
の
喜
び
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

人
この道☆ひと筋

高齢者叙勲

瑞宝単光章

「住民の安全確保に寄与」

中
なか

野
の

　好
こう

三
ぞう

さん
（園部町･66）

黄 綬 褒 章

「地域農業の発展に寄与」

人
ひと

見
み

　保
やす

夫
お

さん
（八木町･82）

　

長
き
に
わ
た
り
農
業
に
従
事
し
、

水
稲
で
は
複
数
品
種
導
入
に
よ
る
経

営
規
模
拡
大
で
、
地
域
の
模
範
的
な

経
営
モ
デ
ル
と
し
て
、
地
域
農
業
を

け
ん
引
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
畜

排
せ
つ
物
の
処
理
過
程
で
発
生
す
る

メ
タ
ン
発
酵
消
化
液
の
活
用
に
つ
い

て
、
実
証
実
験
段
階
か
ら
協
力
し
、

本
格
的
な
水
田
へ
の
施
用
を
実
現

し
、
使
用
量
の
増
大
を
図
る
な
ど
地

域
の
循
環
型
農
業
の
実
現
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
圃
場
整
備
協
議
会
で
は

委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
農
地
の
区

画
整
備
や
利
用
集
積
、
集
約
化
の

取
り
組
み
な
ど
、
地
域
農
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
氷
所
生
産
組
合
の
設

立
に
尽
力
さ
れ
、
組
合
長
と
し
て
水

稲
を
中
心
と
し
た
地
域
営
農
の
発
展

の
礎
を
築
き
、
京
都
府
内
に
お
け
る

持
続
的
な
地
域
水
田
農
業
の
優
良
モ

デ
ル
事
例
と
い
え
る
活
動
を
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
に
つ
い
て
も
京
都
農
協
八
木

支
店
水
稲
部
会
の
部
会
長
や
、
南
丹

市
液
肥
利
用
協
議
会
会
長
、
そ
し
て

南
丹
市
農
業
委
員
会
委
員
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
章
に
対
し
人
見
さ
ん
は「
と
て

も
重
み
の
あ
る
章
を
い
た
だ
き
、
受

章
か
ら
少
し
時
間
の
経
過
し
た
今
と

な
れ
ば
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
一
人
が
い
た
だ
い
た
章
で

は
な
く
、
周
り
の
人
た
ち
と
一
緒
に

い
た
だ
い
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
章
が
周
囲
の
人
た
ち
の
励

み
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」と
語
ら
れ

「
現
在
は
農
業
者
の
後
継
問
題
な
ど
、

課
題
は
多
く
あ
る
の
で
、
今
後
も
地

域
農
業
の
課
題
解
決
や
、
発
展
に
貢

献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
目

標
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
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緑 綬 褒 状

「視覚障害者の情報保障に寄与」

音訳ボランティア
やまびこの会

（設立：昭和 58 年 3 月 1 日）

　

視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
文
字
情

報
を
声
に
変
え
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
発
足
し
、
テ
ー
プ
録
音
か

ら
現
在
の
パ
ソ
コ
ン
で
の
Ｃ
Ｄ
録

音
ま
で
、
時
代
に
合
わ
せ
た
録
音

方
法
を
学
び
な
が
ら
、
音
訳
を
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

南
丹
市
内
の
視
覚
障
害
者
に
市

広
報「
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
」（
月
２

回
）お
よ
び
八
木
町
民
児
協
広
報
誌

「
し
あ
わ
せ
」（
年
３
回
）を
音
訳
し

て
Ｃ
Ｄ
録
音
し
、
郵
送
で
お
届
け

す
る
と
と
も
に
、
視
覚
障
害
者
と

の
交
流
会
を
開
催
し
て
関
係
を
育

み
、
音
訳
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
お
り
、
視
覚
障
害
者

へ
の
情
報
保
障
に
大
き
く
寄
与
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

受
章
を
受
け「
昭
和
58
年
か
ら
継

続
し
て
き
た
活
動
を
認
め
ら
れ
て

嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
も
メ
ン
バ
ー

一
人
一
人
が
グ
ル
ー
プ
の
目
的
の

た
め
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
会
の
設
立
か
ら
繋
い
で
い

る
バ
ト
ン
に
価
値
を
感
じ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
行
政
情
報
を
お
届
け
す

る
広
報
誌
を
声
で
お
届
け
し
ま
す
。

リ
ス
ナ
ー
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
南
丹
市
社
会
福

祉
協
議
会

℡
：（
０
７
７
１
）７
２
|
３
２
２
０

　

こ
ん
に
ち
は
。
令
和
２
年
９
月
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
た
田

村
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
京
都
府
向
日
市
の
出
身
で
、

協
力
隊
と
し
て
着
任
す
る
以
前
は
10

年
ほ
ど
会
社
員
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
か
た
わ
ら
、
趣
味
で
マ
ル
シ
ェ

と
音
楽
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
て
い
ま
し
た
。

　

音
楽
活
動
や
登
山
な
ど
の
ア
ウ
ト

ド
ア
活
動
、
サ
ッ
カ
ー
も
趣
味
と
し

て
長
く
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海

外
約
30
カ
国
を
単
独
で
渡
航
し
、
見

聞
を
広
め
ま
し
た
。

　

協
力
隊
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
が

多
い
の
が
悩
み
で
す
が
、
ま
ず
は
南

丹
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
る
活
動
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
９
月

に
発
足
し
た
園
部
文
化
観
光
協
会
主

催
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
グ
ツ
ア
ー
や
、

令
和
２
年
に
窯
を
作
ら
れ
た
園
部
町

大
河
内
地
区
の
炭
焼
き
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
こ
こ
に
は
素
晴
ら
し
い
自

−14−

然
風
景
や
文
化
が
あ
る
こ
と
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

多
く
の
移
住
者
や
事
業
主
の
方
々

と
も
お
会
い
し
、
人
と
自
然
は
大
き

な
財
産
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
良
さ
を
発
信
し
魅
力
を
広
め
る

た
め
に
、
市
内
に
あ
る
施
設
を
有
効

に
利
用
し
マ
ル
シ
ェ
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
登
山

を
含
む
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
な
ど
を
通

し
て
、
み
な
さ
ん
が
笑
顔
に
な
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
り
多
く
の
方
に
お
会

い
し
て
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
掘
り

起
こ
し
、
協
力
隊
と
し
て
、
課
題
解

決
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
活
動
を
開
始
し
た
ば

か
り
で
、
ま
だ
南
丹
市
の
こ
と
を
十

分
に
知
ら
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
に

は
地
域
の
資
源
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
お

教
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
田
村
隊
員

℡（
０
８
０
）３
１
３
８
─
６
３
９
６

デ
ル
事
例
と
い
え
る
活
動
を
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
に
つ
い
て
も
京
都
農
協
八
木

支
店
水
稲
部
会
の
部
会
長
や
、
南
丹

市
液
肥
利
用
協
議
会
会
長
、
そ
し
て

南
丹
市
農
業
委
員
会
委
員
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
章
に
対
し
人
見
さ
ん
は「
と
て

も
重
み
の
あ
る
章
を
い
た
だ
き
、
受

章
か
ら
少
し
時
間
の
経
過
し
た
今
と

な
れ
ば
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
一
人
が
い
た
だ
い
た
章
で

は
な
く
、
周
り
の
人
た
ち
と
一
緒
に

い
た
だ
い
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
章
が
周
囲
の
人
た
ち
の
励

み
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」と
語
ら
れ

「
現
在
は
農
業
者
の
後
継
問
題
な
ど
、

課
題
は
多
く
あ
る
の
で
、
今
後
も
地

域
農
業
の
課
題
解
決
や
、
発
展
に
貢

献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
目

標
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
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景観計画区域
南丹市美山町地域

南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

～紹介編～

　南丹市では平成 26 年 4 月 1 日から、景観条例を
施行しています。
　この条例は、市内の地域に景観計画区域を定め、
建築物や工作物の新築や移転、屋根や外壁の塗り
替えなどの行為に対して、形状や色彩に一定の基準
を設け、南丹市のもつ素晴らしい景観を守っていく
ための条例です。
　南丹市では現在、美山町地域を景観計画区域に
定めています。下記の概要もご覧いただき、景観に
対してご理解とご協力をお願いします。
　また、地域の景観を守るための市民活動の情報
がありましたら、地域振興課までお知らせください。

南丹市景観形成基準（守ってもらう基準：建築物について）
高さ

15ｍ以下

形態・意匠等
周辺の景観と調和
したものとする

緑化・植栽
敷地内の緑化に
努める

門・塀・柵
自然景観や町並み
景観に配慮する

　建築物の屋根、外壁の色彩は、下記に示したマンセル表式系で示した
色相、彩度、明度の範囲とします。ただし、外壁を正面から見て 10%未
満のアクセントカラーの部分はこの限りではありません。

※マンセル表式系とは…色彩を、色の三属性（色相・明度・彩度）によって表す数値。

南丹市景観条例～基本理念～

※土地の形質変更や屋外での物件堆積も、一定の基準を超えると届出が必要です。

届出の対象となる行為

屋根や壁の塗替え等
外観を変更することとなる修繕

若しくは模様替えまたは色彩の変更
変更する部分の面積が

正面から見て１０㎡を超えるもの

建築物
新築・増築・改築・移転
全て届出が必要

工作物
新築・増築・改築・移転・
色の塗替えなど

高さが８ｍを超えるもの又は
築造面積が８㎡を超えるもの

「市民も来訪者も　みんな“ほっ”とできる癒しのまち　南丹市」
　住む人が「ここに住んで良かった」「いつまでも住み続けたい」と愛着と誇りを持ち、訪れた人々が
「また訪れたい」「ここに住んでみたい」と感じる魅力ある景観の形成を目指します。

※景観計画の対象区域：美山町全域

【南丹市景観計画についてのお問い合わせ先】
南丹市役所 地域振興部 地域振興課
℡：0771-68-0019
南丹市 HPに 南丹市景観計画の策定について掲載しています。

屋
根

使用する色相 彩度 明度
赤（R）・黄赤（YR）・黄（Y）

2以下 1～6黄緑（GY）・緑（G）・青緑（BG）・青（B）・
青紫（PB）・紫（P）・赤紫（RP）
無彩色（N） ―

外
壁

赤（R）・黄赤（YR）・黄（Y） 6以下

1～9黄緑（GY）・緑（G）・青緑（BG）・青（B）・
青紫（PB）・紫（P）・赤紫（RP） 2以下

無彩色（N） ―
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▲生畑　散策ツアー

▲東胡麻城跡散策ツアー

▲咲き誇ったシバザクラ

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
56
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
日
吉
地
域
編

▲�木住区　視察地・小浜公園（梅田雲
浜碑の前）

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

生
畑
区
は
日
吉
ダ
ム
か
ら
桂
川
の
支

流
と
な
る
木
住
川
に
沿
っ
て
、
車
で
約

10
分
の
場
所
に
位
置
し
、
54
世
帯
の
う

ち
移
住
世
帯
が
16
世
帯
で
す
。

　

集
落
の
高
齢
化
率
は
43
％
で
、
8
月

に
は
盆
踊
り
、
10
月
に
は
地
域
対
抗
の

運
動
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
守
る

と
と
も
に
、
新
た
に「
散
策
ツ
ア
ー
」を

実
施
す
る
な
ど
区
民
の
交
流
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
集
落
支
援
事
業
を
活
用
し
、

生
畑
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
郷
土
史
」の
作
成
や「
今
昔

マ
ッ
プ
」の
編
さ
ん
に
取
り
組
み
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

東
胡
麻
区
は
J
R
胡
麻
駅
の
東
に
位

置
す
る
集
落
で
す
。

　

集
落
に
は
毎
年
10
月
に「
馬
馳
け
神

事
」を
行
う
日
吉
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
５
５
０
年
代
に
築
城
さ
れ
た

史
跡
・
東
胡
麻
城
は
そ
の
歴
史
的
背
景

が
区
民
の
間
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
集
落
支
援
事
業
や
ま
ち

づ
く
り
活
動
交
付
金
を
活
用
し「
山
城

発
掘
で
地
域
に
誇
り
を
」を
テ
ー
マ
に

区
で
設
置
し
て
い
る
東
胡
麻
文
化
振
興

会
を
中
心
と
し
た
勉
強
会
や
現
地
見
学

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
一
環
と
し
て
今
年
度
開
催
し

た
城
跡
散
策
ツ
ア
ー
に
は
、
区
内
外
か

ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

上
胡
麻
区
は
J
R
胡
麻
駅
の
南
側
に

位
置
す
る
、
園
部
に
つ
な
が
る
広
域
農

道
の
始
発
点
で
す
。

　

上
胡
麻
区
は
太
古
、
水
底（
胡
麻
湖
）

で
あ
っ
た
た
め
、
湿
田（
し
る
田
）で
収

量
も
低
く
、
農
家
の
苦
労
は
並
大
抵
で

は
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
13
年
の
大
干
ば
つ
を
契
機
に
、

湿
田
か
ら
乾
田
へ
の
転
換
作
業
を
す
べ

て
区
民
の
手
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
先

人
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
冊

子
作
成
と
説
明
看
板
の
設
置
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

広
域
農
道
沿
い
に
は「
シ
バ
ザ
ク
ラ
」

を
植
栽
し
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
は
地
域
を
彩
り
ま
す
。

　

日
吉
地
域
で
は
令
和
２
年
度
、
木
住

区
、
殿
田
区
、
中
村
区
が
新
た
に
集
落

支
援
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

木
住
区
で
は
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
幕
末
維
新
で
活
躍
し
た
先
人
を
顕

彰
し
、
地
域
の
誇
り
に
す
る
べ
く
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

殿
田
区
で
は
実
行
委
員
会
を
結
成

し
、
来
年
度
か
ら
の
事
業
計
画
を
策
定

中
で
す
。

　

中
村
区
で
は
住
民
63
名
23
世
帯
の
小

さ
な
集
落
で
す
が
、
集
落
の
歴
史
を
ま

と
め
よ
う
と
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

歴
史
探
訪
と
移
住
者
と
の

共
生
で
活
性
化　
生
畑
区

山
城
発
掘
で
地
域
に
誇
り
を

東
胡
麻
区

先
人
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
よ
う

上
胡
麻
区

日
吉
地
域
で
は
新
た
に
３
区
が
集
落

事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
幸
せ
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

南
丹
市
が
「
健
幸
都
市
」
を
目
指
し
、

健
幸
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
以
前
か
ら
広
報
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
造
語
は
、
住
環
境
が
人
の
健
康
に
影

響
す
る
事
実
か
ら
「
住
ん
で
い
る
だ
け

で
健
康
で
幸
せ
に
な
れ
る
ま
ち
」
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
栄
養
・
食
生
活

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
重
要
な
こ
と
は
で
き
る
限
り
長
く
、

健
康
で
幸
せ
な
人
生
を
過
ご
せ
る
か
ど

う
か
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
寿

命
を
延
ば
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
健
康
づ
く
り

と
栄
養
・
食
生
活
で
す
。

　

特
に
食
生
活
は
、
健
康
や
生
活
習
慣

病
な
ど
身
体
状
況
と
の
関
わ
り
が
大
き
く
、

地
域
や
環
境
と
の
関
わ
り
も
深
い
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
構
造
を
整
理
し
た
上
で
、

地
域
の
栄
養
・
食
生
活
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
行
政
栄
養
士
で
す
。

—46—

行
政
栄
養
士
の
役
割

　

食
べ
る
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と
。
食

事
を
お
い
し
く
、
楽
し
く
食
べ
、
健
幸

に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
よ
り
良

い
食
習
慣
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
栄

養
士
の
役
割
で
す
。
ま
た
、
広
報
な
ど

を
通
じ
て
健
康
情
報
を
提
供
し
、
健
幸

に
過
ご
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り

を
す
る
こ
と
も
役
割
の
１
つ
で
す
。

南
丹
市
の
食
の
課
題

　

南
丹
市
に
は「
野
菜
の
摂
取
量
が
少
な

い
」「
塩
分
の
摂
取
量
が
多
い
」「
食
の
欧

米
化
に
よ
り
、
日
本
人
の
身
体
に
適
し

た
日
本
の
食
文
化
の
継
承
が
十
分
で
な

い
」な
ど
の
食
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
栄

養
士
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
を
目

指
し
て
、
個
別
の
栄
養
指
導
や
教
室
な

ど
で
の
集
団
指
導
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
元
気
レ
シ
ピ
の
発
信

　

南
丹
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
、
元
気
レ
シ
ピ
「
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
体
づ
く
り
」
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

免
疫
力
ア
ッ
プ
と
併
せ
て
、
野
菜
た
っ

ぷ
り
、
薄
味
で
も
お
い
し
い
な
ど
が
ポ

イ
ン
ト
の
レ
シ
ピ
で
す
。

■
生
き
る
力
を
育
む
弁
当
の
日

　

学
校
、
健
幸
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
と
連
携
し
「
生
き
る
力
を
育
む
弁
当

の
日
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
食
に
関
す
る
知
識
や
調
理
力

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
授
業
や
調

理
実
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲「生きる力を育む弁当の日」
　切干大根づくりの様子

▲元気レシピ

■
保
育
所
で
の
取
り
組
み

　

南
丹
市
立
保
育
所
・
幼
児
学
園
で
は
、

栄
養
士
が
考
え
た
給
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
園
で
子
ど
も
た
ち
へ

の
食
育
に
も
取
り
組
み
、
今
年
度
は
八

木
中
央
幼
児
学
園
で
、
食
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が
完
成
し

ま
し
た
。

健
康
で
幸
せ
に
過
ご
す
た
め
に

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、
個

人
か
ら
地
域
、
ま
ち
全
体
に
「
健
幸
」

の
輪
が
広
が
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健

康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ランチルームで食事をする子どもら
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶102̶

お元気ですか？

栄養士です。

毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
ヒ
ン
ト

～
免
疫
力
を
高
め
る
食
事
っ
て
？
～

　

体
の
外
か
ら
侵
入
し
て
き
た
細
菌
や

異
物
に
抵
抗
し
て
体
を
守
っ
て
い
る
の

が「
免
疫
」で
す
。
病
気
に
か
か
り
に
く

い
体
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の「
免
疫
」

の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
毎
日
の
食
事

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
免
疫
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
食
事
の
工
夫

　

あ
る
特
定
の
食
品
を
取
る
だ
け
で

は
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ
っ

た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
毎
食
い
ろ
い
ろ
な
お
か

ず
を
用
意
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
よ

ね
。
そ
ん
な
時
は
、
み
そ
汁
に
た
っ

ぷ
り
の
野
菜
と
豆
腐
を
入
れ
て
具
だ

く
さ
ん
に
す
る
な
ど
、
１
品
の
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
取
り
入
れ
る
こ

　

体
を
温
め
る
こ
と
で
免
疫
力
が
活

性
化
し
ま
す
。
温

か
い
食
事
を
食
べ

て
、
体
の
中
か
ら

温
ま
り
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
温
か
い

も
の
以
外
に
も
、

シ
ョ
ウ
ガ
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
の
辛
味

成
分
は
、
血
行
を
良
く
し
体
を
温
め
て

く
れ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
反
対
に
、

塩
分
を
取
り
過
ぎ
る
と
、
血
行
不
良
の

原
因
と
な
る
た
め
、
薄
味
の
食
事
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

腸
内
環
境
を
整
え
、
そ
の
働
き
を
活

発
に
す
る
こ
と
で
、
免
疫
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
腸
内
環
境
を
整
え

る
た
め
に
は
、
善
玉
菌
を
増
や
す
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
す
方
法
は
、

大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
生
き
た
善
玉
菌
を
直
接

摂
取
す
る
方
法
で
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

納
豆
な
ど
の
発
酵
食
品
を
積
極
的
に
と

る
こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
腸
内
に
も
と
も
と
存
在

す
る
善
玉
菌
の
エ
サ
と
な
る
食
物
繊
維

や
オ
リ
ゴ
糖
を
と
る
方
法
で
す
。
こ
れ

ら
の
成
分
は
、
野
菜
類
・
果
物
類
・
豆

類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
も
免
疫

力
に
は
大
切
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
楽
し

み
な
が
ら
食
事
を
す
る
と
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
で
免
疫
細
胞
が
活
性
化
し
ま
す
。

毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
お
家
で
食
事
を
と
る

機
会
が
増
え
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
再
び
、
家
族
や
友
人
と
食
を
囲
ん

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
、
食
習
慣
を
見
直
し
て
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ
先

保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
１
６

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る

体
を
温
め
る
食
事
を
取
る

腸
内
環
境
を
整
え
る

楽
し
ん
で
食
事
を
取
る

と
で
、
少
な
い
お
か
ず
で
も
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
な
り
ま
す
。

主
菜

免
疫
細
胞
の
材
料
と
な

る
た
ん
ぱ
く
質
を
豊
富

に
含
ん
で
い
ま
す
。

副
菜

植
物
性
食
品
に
広

く
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
に
は
、
免
疫

力
を
高
め
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

主
食

体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な

り
ま
す
。
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『
島
へ
ん
ろ
の
記
』

著
者 

：
内
澤

　旬
子

発
行 

：
光
文
社

　小
豆
島
八
十
八
ケ
所
霊
場
巡

礼
を
思
い
立
っ
た
著
者
が
、
般

若
心
経
を
唱
え
、
迷
っ
て
歩
い

て
ま
た
迷
っ
て
、
結
願
す
る
ま

で
の
約
二
年
間
を
綴
っ
た
巡
礼

記
で
す
。

　明
治
三
十
年
創
業
の
老
舗
ホ
テ

ル
の
自
慢
は
、
十
二
の
多
彩
な
レ

ス
ト
ラ
ン
。
さ
て
、
今
日
は
ど
ん

な
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

『
京
都
ス
タ
ア
ホ
テ
ル
』

　作 

：
柏
井

　壽

発
行 

：
小
学
館

18広報なんたん2・3月号

本
校
で
は
、
子
ど
も
達

が
、
人
権
に
つい
て
深

く
考
え
学
び
合
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
機

会
と
し
て
、
毎
年
５
月
に
は
、

人
権
ア
ピ
ー
ル
集
会
を
設
定

し
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や

テ
ー
マ
曲
、
人
権
の
日
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
児
童
に
提
示

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
人
権
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
い
て
、
各
学
年
で
目
標

を
設
定
し
、
掲
示
板
で
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
日
々
の
教
育
活
動
に

人
権
教
育
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
が
、

特
に
、
人
権
に
つ
い
て
深
く
考
え
学
び
合

う
た
め
に
、
毎
月
15
日
を「
人
権
の
日
」

と
設
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は「
笑
顔

あ
ふ
れ
る
八
木
西
小
学
校
～
ふ
や
そ

う
！
ぽ
か
ぽ
か
言
葉
～
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
友
達
に
こ
ん
な
ぽ
か
ぽ
か
言
葉
が
言

え
た
と
い
う
言
葉
を
ハ
ー
ト
型
の
紙
に
書

き
、
各
学
年
で
１
本
の「
ぽ
か
ぽ
か
の
木
」

と
な
る
よ
う
に
掲
示
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
わ
っ
て
、
人
権
に
視
点

を
お
い
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

本
校
の
養
護
教
諭
に
よ
る「
新
型
コ
ロ
ナ

と
人
権
に
つ
い
て
」の
保
健
指
導
で
す
。

１・２・３
年
生
に
は『
①「
病
気
」そ
の
も

の
の
感
染
症
』『
②「
不
安
」と
い
う
気

持
ち
の
感
染
症
』『
③「
差
別
・
偏
見
」

と
い
う
意
識
の
感
染
症
』と
い
う
内
容
で

話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
こ
の
３
つ
の

感
染
症
が「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」と
し
て
つ

な
が
る
こ
と
で
、
更
な
る
感
染
拡
大
や
、

社
会
問
題
の
深
刻
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
指
導
し
ま
し
た
。ま
た
、４・５・

６
年
生
は
、
日
本
赤
十
字
社
監
修『
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
す
３
つ
の

「
感
染
症
」』の
考
え
方
を
も
と
に
文
部

科
学
省
が
作
成
し
た
動
画
の
視
聴
を
実

施
し
ま
し
た
。
感
染
症
か
ら
差
別
や
偏

見
が
生
ま
れ
る
理
由
に
つい
て
深
く
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
々
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ
る

人
権
教
育
は
、
今
後
も
、
引
き

続
き
全
教
育
活
動
を
通
し
て
取
り
組

み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
八
木
西
小
学
校
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

南
丹
市
立
八
木
西
小
学
校

人
権
教
育
担
当　

教
諭　

田た

中な
か　

琴こ
と

野の

84

▲児童が書いたぽかぽか言葉

「笑顔あふれる八木西小学校」

す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
多
様
で
複
合

的
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
脆
弱
性
や
障
が
い
な
ど
の
本
人

の
要
因
、
過
度
な
親
か
ら
の
期
待

や
貧
し
さ
な
ど
の
家
庭
の
要
因
に

加
え
て
、
学
校
や
職
場
で
の
い
じ

め
や
不
安
定
な
就
労
な
ど
の
学

校
・
職
場
の
要
因
、
さ
ら
に
は
世

間
体
や
偏
見
と
い
っ
た
地
域
社
会

の
要
因
が
重
な
り
合
っ
た
結
果
な

の
で
す
。
人
は
誰
で
も
、
強
い
ス

ト
レ
ス
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
に

一
時
的
に
ひ
き
こ
も
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
適
切
な
支
援

が
あ
れ
ば
ひ
き
こ
も
り
が
長
期
間

続
く
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
側
に
の
み
改
善
す
べ
き
問
題

が
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
が
生
じ

が
ち
で
す
が
、
困
難
に
直
面
し
た

時
に
十
分
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
結
果
生
じ
た
社

会
的
孤
立
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

社
会
的
孤
立
は
誰
も
が
持
っ
て

い
る「
幸
せ
に
生
き
る
権
利
」を
奪

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
社
会
的
孤

立
は
社
会
の
問
題
で
あ
り
、
地
域

社
会
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
の
問

題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第47回―

　

近
年
、
80
代
の
親
が
50
代
の
ひ

き
こ
も
り
状
態
の
子
ど
も
と
暮
す

８
０
５
０
問
題
が
世
間
を
騒
が
せ

て
い
ま
す
。
内
閣
府
の
調
査
で
は

40
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
は
60
万

人
以
上
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
の

約
３
割
は
ひ
き
こ
も
り
期
間
が
15

年
以
上
だ
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

長
期
間
ひ
き
こ
も
り
を
経
験
し

た
人
が
社
会
参
加
を
し
て
い
く
た

め
に
は
支
援
が
必
要
で
す
。
し
か

し
社
会
の
目
は
冷
た
く
、
家
族
の

育
て
方
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
か
、
本
人
の
我
慢
や
努

力
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
自
己
責
任
論
は
根
強

く
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ひ
き
こ
も

っ
て
い
る
本
人
は
、
世
間
の
視
線

に
怯
え
、
自
分
を
責
め
、
地
域
社

会
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま

ひ
き
こ
も
り
と
人
権

（
８
０
５
０
問
題
）
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を
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迷
っ
て
歩
い
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ま
た
迷
っ
て
、
結
願
す
る
ま

で
の
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二
年
間
を
綴
っ
た
巡
礼

記
で
す
。

　明
治
三
十
年
創
業
の
老
舗
ホ
テ

ル
の
自
慢
は
、
十
二
の
多
彩
な
レ

ス
ト
ラ
ン
。
さ
て
、
今
日
は
ど
ん

な
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客
様
を
お
迎
え
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で
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か
。
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館
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南
丹
市
立
図
書
館
で
は
、
令
和

三
年
一
月
か
ら
、
ご
希
望
の
方
に

当
日
借
り
ら
れ
た
本
の
貸
出
日
・

本
の
題
名
・
著
者
名
な
ど
が
印
刷

さ
れ
て
い
る
シ
ー
ル
を
発
行
し

て
、
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
で
用
意
し
て
い
る
台
紙
で
作
っ

た
読
書
手
帳
に
貼
っ
た
り
、
お
好

き
な
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
残
し
て
お

か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
感

想
や
、
本
の
中
の
気
に
入
っ
た
言

葉
も
書
き
添
え
て
、
ど
う
ぞ
自
由

な
発
想
で
、
楽
し
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
・
図

書
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　

読
書
の
記
録

が
、
い
つ
か
あ

な
た
の
心
の
宝

物
に
な
る
こ
と

を
、
願
っ
て
い

ま
す
。

相談１ 大手通信販売会社を名乗って、商
品発送や支払い状況を確認するよう求める
メール（SMS）が届いたが、メールにある確
認先のＵＲＬをクリックした方が良いか？
相談２ 宅配便の不在配達を知らせるメール

（SMS）が届き、Ｕ
ＲＬをクリックし
たら個人情報の入
力を求められ、不
審に思い閉じたが
大丈夫か？ —第72回—

消費生活情報

ス
マ
ホ
に
届
く

詐
欺
メ
ー
ル
に
ご
注
意
！

●
メ
ー
ル
に
指
示
さ
れ
て
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

・�

偽
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
て
個
人
情

報
を
盗
ま
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
が
不

正
に
利
用
さ
れ
る

・�

不
正
な
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ

せ
ら
れ
、
自
分
の
ス
マ
ホ
か
ら
大
量

の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
送
信
さ
れ
る
、
キ
ャ
リ

ア
決
済
が
不
正
利
用
さ
れ
る

な
ど
の
被
害
に
遭
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

●
詐
欺
メ
ー
ル
の
受
信
を
防
ぐ
に
は
、

携
帯
電
話
会
社
な
ど
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス（
無
料
が
多
い
）を
使
う
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
不
安
な
こ
と
や
被
害
に
あ
っ
た
か
も

と
思
う
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
左
記

窓
口
に
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　

月
曜・火
曜・金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

�

（
商
工
課
）

●
通
販
、
宅
配
や
携
帯
電
話
な
ど
実

在
す
る
有
名
会
社
に
な
り
す
ま
し
た

詐
欺
メ
ー
ル
の
相
談
が
急
増
し
て
い

ま
す
。怪
し
い
メ
ー
ル
は
無
視
し
て
、

決
し
て
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
ク
リ
ッ
ク
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
こ
と
助
言

身
に
覚
え
の
な
い
怪
し
い
メ
ー
ル
は

無
視
し
ま
し
ょ
う
！

不
安
な
こ
と
は
お
気
軽
に
相
談
を

　読
書
手
帳
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

借
り
た
本
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、
読
書
の
記
録
を
残
し
ま
せ
ん
か
？

す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
多
様
で
複
合

的
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
脆
弱
性
や
障
が
い
な
ど
の
本
人

の
要
因
、
過
度
な
親
か
ら
の
期
待

や
貧
し
さ
な
ど
の
家
庭
の
要
因
に

加
え
て
、
学
校
や
職
場
で
の
い
じ

め
や
不
安
定
な
就
労
な
ど
の
学

校
・
職
場
の
要
因
、
さ
ら
に
は
世

間
体
や
偏
見
と
い
っ
た
地
域
社
会

の
要
因
が
重
な
り
合
っ
た
結
果
な

の
で
す
。
人
は
誰
で
も
、
強
い
ス

ト
レ
ス
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
に

一
時
的
に
ひ
き
こ
も
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
適
切
な
支
援

が
あ
れ
ば
ひ
き
こ
も
り
が
長
期
間

続
く
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
側
に
の
み
改
善
す
べ
き
問
題

が
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
が
生
じ

が
ち
で
す
が
、
困
難
に
直
面
し
た

時
に
十
分
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
結
果
生
じ
た
社

会
的
孤
立
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

社
会
的
孤
立
は
誰
も
が
持
っ
て

い
る「
幸
せ
に
生
き
る
権
利
」を
奪

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
社
会
的
孤

立
は
社
会
の
問
題
で
あ
り
、
地
域

社
会
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
の
問

題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）



市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

編集・発行：南丹市役所 市長公室秘書広報課
〒622-8651 京都府南丹市園部町小桜町47

写真掲載の応募をお待ちしています。（応募数によっては順番待ちになることがあります）詳しくは秘書広報課まで

TEL：0771-68-0065   FAX：0771-63-0653
URL：https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/
e-mail：hisyo@city.nantan.ｌｇ.jp

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：31,034人（−40)
　（男：15,085人

（−12）
・女：15,949人

（−28）
）

●世帯数：14,213世帯（−7)
（令和3年2月1日現在）

（　）内は前月比

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
市
内
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
い
う
決

断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で

も
、
令
和
3
年
南
丹
市
成
人
式

は
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
成
人
た
ち
の
希

望
や
自
信
に
満
ち
た
晴
れ
や
か

な
姿
や
、
夢
を
語
る
誓
い
の
言

葉
に「
き
っ
と
こ
の
先
の
未
来

は
明
る
い
ぞ
」そ
う
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

�

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

　

狩
野
派
と
聞
け
ば
室
町
幕
府
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀

吉
、
徳
川
将
軍
な
ど
に
仕
え
た
日
本
絵
画
史
上
最
大
の

職
業
画
家
集
団
。
宮
内
庁
の
唐
獅
子
図
や
重
要
文
化
財

指
定
の
二
条
城
や
大
徳
寺
の
障
壁
画
な
ど
秀
作
が
数
多

存
在
す
る
。

　

そ
の
狩
野
派
を
代
表
す
る
絵
師
の
一
人
狩
野
探
幽
ほ

か
一
門
の
筆
に
よ
る
園
部
藩
主
等
肖
像
画
17
幅
が
南
丹

市
内
に
あ
る
。
幕
末
に
江
戸
の
藩
主
小
出
氏
の
菩
提
寺

廣
徳
寺
か
ら
園
部
の
菩
提
寺
徳
雲
寺
に
移
さ
れ
た
。
一

昨
年
に
は
南
丹
市
文
化
財
に
指
定
の
後
、
同
年
徳
雲
寺

か
ら
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

　

徳
川
幕
府
絵
師
と
な
り
家
康
の
肖
像
を
描
い
た
狩
野

探
幽
が
園
部
藩
主
小
出
吉
親
の
肖
像
を
手
掛
け
た
と
い

う
こ
と
は
、
幕
府
内
で
も
小
出
氏
が
高
い
位
置
に
い

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
事
実
藩
主
３
人
が
奏
者

番
、
寺
社
奉
行
、
若
年
寄
な
ど
の
幕
府
要
職
を
担
っ
て

い
る
。
ま
た
、
園
部
藩
肖
像
画
は
歴
代
藩
主
像
だ
け
で

な
く
夫
人
像
と
セ
ッ
ト
と
し
て
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
る
こ
と

は
、
全
国
の
藩
主
の
中
で
極
め
て
稀
と
い
う
。（
８
代

藩
主
等
を
欠
く
）

　

今
年
１
月
21
日
に
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
た
。
京
都
府
が
こ
れ
ら
肖
像
画
を
す
べ
て
暫
定
登
録

文
化
財
に
指
定
と
発
表
。
こ
の
指
定
は
国
や
府
指
定
文

化
財
候
補
と
し
て
認
定
し
、
修
理
・
保
存
を
支
援
す
る

制
度
。

　

園
部
藩
関
係
で
は
既
に
２
年
前
佛
教
大
学
園
部
校
地

内
の
園
部
藩
墓
所
が
府
指
定（
史
跡
）文
化
財
に
、
ま

た
、
園
部
高
校
に
あ
る
城
門
や
櫓
等
３
棟
も
暫
定
登
録

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

園
部
藩
に
ま
つ
わ
る
文
化
財
の
評
価
が
徐
々
に
上
が

っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
。
勿
論
文
化
財

の
指
定
は
専
ら
学
術
的
評
価
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

し
か
し
市
民
の
関
心
や
保
存
・
継
承
・
活
用
の
願
い
が

強
け
れ
ば
、
研
究
や
調
査
も
進
み
自
ず
と
評
価
も
上
が

る
。
昨
年
度
園
部
藩
立
藩
4
0
0
年
を
契
機
に
盛
り
上

が
っ
た
祭
り
や
講
演
会
等
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
後
押

し
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

文
化
財
や
歴
史
は
地
域
の
大
切
な
資
源
で
あ
り
、
埋

も
れ
た
ま
ま
に
せ
ず
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
・
む
ら

づ
く
り
に
繋
げ
生
か
し
て
い
く
取
り
組
み
が
最
近
南
丹

市
内
で
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
八
木
城（
及
び
ジ
ョ
ア

ン
内
藤
）や
園
部
宍
人
城（
及
び
小
畠
屋
敷
跡
）、
日
吉

梅
若
屋
敷
跡（
能
楽
梅
若
家
）、
美
山
門
坊
寺
跡
ほ
か
多

数
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
活
性
化
資
源
と

し
て
調
査
や
整
備
・
活
用
が
市
民
の
手
に
よ
っ
て
地
道

に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
積
み
上
げ
が
、
結
果
と

し
て
新
た
な
指
定
文
化
財
を
生
み
出
す
力
に
な
れ
ば
と

願
う
も
の
で
あ
る
。

南
丹
市
長　

西
村　

良
平▲庭のキンカンをついばむメジロ


